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１．調査団員氏名、所属 

（１）現地調査 1 

担当 氏名 調査期間 所属 

１) 業務主任/運営維持管理計画 山本 雅一 1/21～2/6 ㈱梓設計 

２) 構造計画 林屋 昌太郎 1/21～2/4 ㈱梓設計 

３) 設備計画 千葉 暁 1/21～2/3 ㈱梓設計 

４) 経済動向分析 馬場 宏造 1/21～1/28 ㈱ｼｽﾃﾑ･ｸﾗﾌﾄ 

 

（２）現地調査 2 

担当 氏名 調査期間 所属 

１) 総括 岩間 敏之 3/19～3/24 JICA 無償資金協力部 

２) 計画管理 安藤 勝洋 3/19～3/24 JICA 無償資金協力部 

３) 業務主任/運営維持管理計画 山本 雅一 3/18～3/25 ㈱梓設計 

４) 施設設計 中島 康弘 3/18～3/25 ㈱ｳﾙﾃﾞｨｽ建築・都市設計

５) 施工計画/積算 柳 泰彦 3/14～3/21 ㈱梓設計 

 
 

（３）現地調査 3 

担当 氏名 調査期間 所属 

１) 総括 佐藤 公平 5/27～6/2 JICA ﾐｬﾝﾏｰ事務所 

２) 計画管理 安藤 勝洋 5/27～6/2 JICA 無償資金協力部 

３) 業務主任/運営維持管理計画 山本 雅一 5/27～6/2 ㈱梓設計 

４) 施設設計 中島 康弘 5/27～6/2 ㈱ｳﾙﾃﾞｨｽ建築・都市設計

 
 
 
２．調査日程（現地調査 2） 

（１）現地調査 1 
2007 年 1 月 21 日～2007 年 2 月 6 日(17 日間) 

1 月 21 日 日 

11:00 

18:00 

19:00  

NH953 にて成田出発（山本・林屋・千葉・馬場団員） 

TG305 にてバンコク出発 

ヤンゴン着 

1 月 22 日 月 

9:00-10:00 

10:00-10:45 

11:00-12:00 

13:00-15:00 

15:00-16:00 

16:00-17:00 

建設予定地視察（全員） 

現地建設会社調査（全員） 

JICA ミャンマー表敬・打合せ（全員） 

現地建設会社調査（全員） 

教育省高等教育局表敬（山本） 

地質調査会社見積り依頼（山本・林屋） 
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1 月 23 日 火 

10:00-12:00 

14:00-15:00 

15:00-16:00 

16:00-17:00 

17:00-18:00 

18:00-19:00 

9:00-18:00 

教育省にて PWD（建設省）の技師と打合せ（山本・林屋・千葉） 

現地建設会社調査（山本・林屋・千葉） 

大使館表敬・打合せ（山本） 

地質調査会社見積り依頼（山本・林屋） 

地質調査会社調査仕様確認（林屋） 

団内会議（全員） 

市内調査（馬場・千葉） 

1 月 24 日 水 

1:00-11:00 

11:00-12:00 

14:00-16:00 

9:00-18:00 

団内会議（全員） 

地質調査会社見積り打合せ（山本・林屋） 

地質調査会社見積り打合せ（山本・林屋） 

市内調査（馬場・千葉） 

1 月 25 日 木 

9:30-10:00 

11:00-12:00 

13:30-15:00 

15:00-16:00 

17:30-18:00 

9:00-18:00 

JICA 事務所にて再委託中間報告（山本） 

地質調査会社見積り打合せ（林屋） 

建設予定地にてベンチ・マーク確認（山本・林屋） 

現地業者と地耐力調査契約（山本・林屋） 

JICA 事務所へ契約締結報告（山本） 

市内調査（馬場・千葉） 

1 月 26 日 金 

10:00-1200 

13:00-14:00  

14:30-15:30  

15:30-16:30  

18:00-19:00 

9:00-18:00 

現地建設会社調査（山本・林屋・千葉） 

地質調査会社打合せ（山本・林屋） 

JICA 事務所へ再委託報告書を提出（山本） 

地質調査会社（落選社）へ通知 

団内会議（全員） 

市内調査（馬場・千葉） 

1 月 27 日 土 

9:00-10:00 

10:00-11:30 

14:0 0-15:30 

16:00-17:00 

9:00-18:00 

建設予定地にて進捗状況確認（山本・林屋） 

団内会議（全員） 

建設予定地にて進捗状況確認（山本・林屋） 

馬場団員、バンコク経由で帰国 

市内調査（千葉） 

1 月 28 日 日 

10:00－12:00 

13:00-14:00 

14:00-18:00 

建設予定地にて進捗状況確認（山本・林屋） 

団内会議（全員） 

資料整理 

1 月 29 日 月 

9:00-10:00 

10:00-11:30 

13:00-14:30  

14:30-15:30 

15:00-17:00 

9:00-18:00 

建設予定地にて進捗状況確認(山本・林屋) 

市内建設資材団地にて資材調査(山本・林屋) 

設備メーカー情報収集(山本・林屋・千葉) 

建設予定地にて検査開始状況確認 

現地建設会社調査（山本・林屋） 

市内調査（千葉） 

1 月 30 日 火 

9:30－10:30 

10:30-11:00 

11:00-11:30 

16:00- 

17:00-17:30 

18:00-23:00 

教育省高等教育局長面談（山本） 

建設予定地にて検査立会い 

JICA 事務所へ報告（山本） 

千葉団員、バンコクへ移動 

JICA 事務所にてサイドレター受領（山本） 

建設予定地にて載荷試験立会い(山本・林屋) 

1 月 31 日 水 

9:30－10:30 

10:30-11:00 

11:00-11:30 

14:00-18:00 

9:30-18:00 

現地建設会社調査（山本） 

教育省高等教育局にサイドレター提出（山本） 

現地建設会社調査（山本） 

現建設予定地にて載荷試験立会い（山本・林屋） 

地建設会社調査（林屋） 

2 月 1 日 木 

9:30－10:00 

10:00-10:30 

11:30-12:00 

14:00-15:00 

16:00-17:00 

17:00-18:00 

教育省高等教育局長面談（山本） 

JICA 事務所報告（山本） 

現地建設会社調査 

現地建設会社調査 

JICA 事務所へ調査中間報告（山本） 

建設予定地にて載荷試験立会い（山本・林屋） 

2 月 2 日 金 

9:30－11:00 

11:30－12:00 

14:00－15:00 

16:00－17:00 

 

建設予定地情況を確認（山本・林屋） 

大使館へ調査中間報告（山本・林屋） 

現地建設会社調査（山本） 

資料整理 
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2 月 3 日 土 

5:00－ 

10:00－12:00 

13:00－16:00 

16:00－ 

千葉団員、バンコクより帰国 

建設予定地情況を確認（山本・林屋） 

資料整理 

林屋団員、バンコク経由で帰国 

山本団員、バンコクへ移動 

2 月 4 日 日 
9:00－12:00 

 

資料整理（山本） 

2 月 5 日 月 

9:00－10:00 

11:00－12:00 

13:00－14:30 

15:00－17:00 

 

建材メーカー調査（山本） 

建材ショールーム調査 

建材メーカー調査 

建材ショールーム調査 

 

2 月 6 日 火 
5:00－ 

 

山本団員、バンコクより帰国 

 
（２）現地調査 2 

2007 年 3 月 14 日～2007 年 3 月 25 日(12 日間) 
3 月 14 日 

水 

11:00- 

18:00- 

19:00- 

NH953 にて成田出発（柳団員） 

TG305 にてバンコク出発 

ヤンゴン着 

3 月 15 日 木 9：00-17：00 現地建設会社、代理店ヒアリング 

3 月 16 日 金 9：00-17：00 現地建設会社、代理店ヒアリング 

3 月 17 日 土 9：00-12：00 建設サイト状況確認 

3 月 18 日 日 

11:00- 

18:00- 

19:00- 

19：45- 

NH953 にて成田出発（山本・中島団員） 

TG305 にてバンコク出発 

ヤンゴン着 

TG306 にてバンコクへ移動（柳団員） 

3 月 19 日 月 

9:00-11:00 

14:00-15:00 

16:00-17:00 

20:00- 

9:00-18:00 

建設予定地視察（山本・中島団員） 

JICA 表敬 

資料作成 

岩間団長、安藤調整員と合流 

バンコク市内資材単価調査（柳団員） 

3 月 20 日 火 

10:00-11:00 

13:00-14:00 

15:00-16:00 

16:30-18:00 

9:00-18:00 

23:55- 

JICA 表敬、説明方法等協議 

DHE 表敬、U Zaw Htay 局長等と協議 

日本大使館表敬、説明方法等協議 

市内建設業者と打ち合わせ 

バンコク市内建材単価調査（柳団員） 

NH954 にて成田へ出発（柳団員） 

3 月 21 日 水 

9：00-10：00 

10:30-18:00 

11:00-12:00 

13:00-14:00 

15:00-15:30 

16:00-18:00 

「ミ」国大臣説明用資料作成（山本・中島団員） 

JICA 団員、中島団員、車にて Nay Pyi Taw へ移動 

市内建設業者ヒアリング（山本団員） 

地質調査会社にて打ち合わせ（山本団員） 

JICA 事務所（山本団員） 

説明用整備作業（山本団員） 

3 月 22 日 木 

6:45- 

8:00- 

10:30-11:30 

11:30-19:30 

Air Mandalay にて Nay Pyi Taw へ移動（山本団員） 

ホテルにて JICA 団員と合流 

教育省表敬、設計変更内容を副大臣に説明 

JICA 団員と共に車にてヤンゴンへ移動（山本・中島団員） 

3 月 23 日 金 

9:30-10：30 

14:00-14:30  

15:00-15:30  

16:00-17:00  

17:45- 

DHE にて建設省技師等と打ち合わせ（山本・中島団員） 

JICA 事務所へ調査結果報告 

大使館へ調査結果報告 

市内建設業者ヒアリング 

岩間団長、安藤調整員、TG306 にてバンコクへ出発 

3 月 24 日 土 

10:00-13：00 

14:00-17:00 

19：45- 

市内建材施工例調査（山本・中島団員） 

資料整理（山本・中島団員） 

山本団員、中島団員、TG306 にてバンコクへ出発 

3 月 25 日 日 8:00－ 山本団員、中島団員、NH916 にて成田着 
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（３）現地調査 3 
2007 年 5 月 27 日～2007 年６月 2 日(7 日間) 

5 月 27 日 日 

11:00- 

18:00- 

19:00- 

NH953 にて成田出発（安藤調整員、山本・中島団員） 

TG305 にてバンコク出発 

ヤンゴン着 

5 月 28 日 月 

9:30-10:30 

11:30-12:00 

14:00-16:30 

JICA 事務所にてスケジュール等確認 

大使館にて方針等確認 

DHE にて建設省技師と技術協議（安藤調査員、山本・中島団員 

5 月 29 日 火 

9:30-11:00 

13:00-14:00 

15:00-16:00 

ソバジュゴン建材団地にて建材調査（山本・中島団員） 

市内建設業者ヒアリング（山本団員） 

市内建設業者ヒアリング（山本・中島団員） 

5 月 30 日 水 

10：30-11：30 

13:00-14：30 

14:30-15:00 

GT607 便にて Nay Pyi Taw に移動（佐藤団長、安藤調査員、山本・中島団員） 

教育省にて大臣、副大臣、局長等に設計変更内容説明 

局長室にて局長と懇談 

5 月 31 日 木 

12:30-13：30 

16:10-17:10 

18:00-19:30 

Air Japan にて Nay Pyi Taw へ移動（山本団員） 

WQ132 便にてヤンゴンへ移動 

JICA 事務所にて協議内容まとめ 

6 月 1 日 金 

10：00-11：30 

15:00-16：00  

19:45- 

DHE にて建設省技師等と打ち合わせ（安藤調整員、山本・中島団員） 

JICA 事務所へ調査結果報告 

安藤調整員、山本・中島団員 TG306 にてバンコクへ出発 

6 月 2 日 土 8：00- 安藤調整員、山本団員、中島団員、NH916 にて成田着 
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３．関係者リスト 

在ミャンマー日本大使館 
小川参事官 
吉村書記官 
横山書記官 
 
JICA ミャンマー事務所 
梅崎 路子 所長 
佐藤 公平 次長 
菅原 美奈子 
本田 賀子 企画調査員 
高松 香奈 企画調査員 
 
教育省 Ministry of Education （MOE） 
H. E. U Myo Nyunt Deputy Minister of Education 
U Zaw Htay Director General of Department of 

Higher Education 
Daw Age Chit Deputy Director 
U Nyan Win Aung  
Daw Thin Thin Cho  
U Kyaw Myint  
U Myint Acong  
U Myint Thiein  
Aye Myint  
 
ミャンマー商工会議所 
Union of Myanmar Federation of Chambers of Commerce & Industry(UMFCCI) 
Zaw Min Win Vice President 
U Aung Myint Consultant  
Mung Aung Senior Resercher 
U Tun Aung Central Executive Committee Member
Thein Han Exective Committee Member 
 
Myanmar Garment Manufactures Association 
U Myint Soe Chairman 
 
Myanmar Rice & Paddy Trader’s Association 
Myo Aung Kyaw Secretary General 
 
ICONS 国際協力（株） 
三浦 由己 技術顧問（JICA 短期専門家） 
 
JETRO 
安藤 智洋 所長 
 
アジア経済研究所 
久保 公二 研究員（JICA 専門家） 
 
三菱東京 UFJ 銀行 
永田 博幸 所長 
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Khaing Swe Oo Reserch Officer 
KMD Computer Co.,Ltd. 
Thaung Tin                                   Chairman & CEO 
 
NIBBAN Electric & Electronic 
Aung Thein                                   General Manager 
Myanmar TNG Trading Int’l Co.,Ltd. 
Win Naing                                    Manager Director 
 
Myanmar Industries Association 
U Paw Hein                                   General Secretary 
 
ミャンマー証券取引センター 
Myanmar Securities Exchange Center Co.,Ltd. 
Shigeto INAMI                                Managing Director 
 
Dynamic Group 
Nyein Aung                                   Chairman 
Soe Win                                       Techinial Consultant 
The Tokyo Enterprise Co.,Ltd. 
Shigeo HANA                                   Vice President 
Joseph                                          Interpretor 
 
間組ミャンマー営業所 
大河内 滋明                  所長 
 
KAPPER Co.,Ltd 
Kazuhiro KURAMOTO                          President 
 
EXE CORPPRATION 
景山 真弘                   Admin Manager(Sakura Tower & 

Residence) 
Aye Thein                                       Chief Engineer (Sakura Tower & 

Residence) 
 
施工会社 
The Seaboard Holding Co., Ltd. 
Manop Pumkhem Managing Director 
 
Golden Midas 
Kuk Tae Kim Managing Director 
 
Kane Engineering Co., Ltd. 
San Yu Managing Director 
 
Asia World Company Limited 
Kazuo Susa Consultant 
 
地質調査会社 
Suntac Technologies 
Tin Myint General Manager 
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４．相手国へのレター 
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５．入手資料リスト 

入手資料 
Myanmar’s Economic Development(2006,December) コピー 
Press Conference on economic growth of Myanmar 
Foreign Exchange Rate(3-Jan-97～28-Dec-06) 
卸売米価（2002-Jan～2006-Dec） 
現地建設労務費 
現地調達配線器具価格表 
敷地内フェンス施工図 
敷地周辺給排水設備図 
ミャンマービジネスガイドブック（2006） コピー 
現地長卓ケーブル・管類価格表 
TELEPHONE TARIFF コピー 
The Report on Construction Materials 
 
購入資料 
Statistical Yearbook 2004(Central Statistical Organization) 
Selected Monthly Economic Indicators April 2006(Central Statistical Organization) 

 
 
 
６．入札図書リスト 

 

(1) 入札図書（案）入札案内 

(2) 入札図書（案）Volume Ⅰ Division A 入札指示書 

(3) 入札図書（案）Volume Ⅰ Division B 業者契約書 

(4) 入札図書（案）Volume Ⅰ Division C 入札条件 

(5) 入札図書（案）Volume Ⅱ 特記仕様書 

(6) 入札図書（案）Volume Ⅲ 設計図 
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７．経済動向分析 
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１. ミャンマー経済の概況 

昨年 12 月、ミャンマー政府は 2003 年３月以来、久しぶりにミャンマー経済動向のプレス発

表を行った。 

2001/02～2005/06 年の４カ年計画の目標成長率が 11.3%であったのに対し、12.8%と 1.83

倍の成長を達したとするものである。一人当たり所得も、2000/01 年の K50,927 から 2005/06

年 K221,217 に増加したと発表されている。2005 年 4 月から 2006 年 6 月の平均実勢レートが

K1124/US$であったから、US$197/capita となる。 

このプレス発表で、本調査と密接な関係がある、インフレーションについては 4 カ年計画始

めが 25.18%、終わりが 21.13％としているが、2005 年 3 月の 3.76%が 2006 年 9 月に 16.4%

に悪化したと述べている（根拠は不明である）。消費者物価指数等の主要経済インデイケータ

の発表は 2006 年５月までしかなされていないが、5 月の対前年比は 15.98%である。 

１）国内総生産（GDP）（Fig.1 参照） 
中央統計局（CSO）の統計では、GDP は 2003 年までしか発表されていない。しかし、その

数値(Kyats 表示)は国際通貨基金（IMF）の”International Financial Statistics”と同じである

ので、2004 年までは捉らえられる。US$表示は実勢レートで割り戻したものである。今回の

プレス発表の 12.8%は年度ベースであり、暦年ベースの IMF 数値と若干異なるかもしれない

が、図１に示すように、 終年度は計画より低い成長率であったと思われる。 
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２）その他の主要経済指標（Fig.2 参照） 
通貨供給量（M1）は、伊藤らの表「ミャンマーの主要マクロ経済指標」ならびにその後の

IMF データで、2005 年まで捉らえることができた。2000 年以降急増している。このような中

で、2003 年 2 月に銀行取付けが発生した。 

米価（小売）は、中央統計局の”Statistical Yearbook 2004”（以下” Yearbook”）および”Selected 

Monthly Economic Indicators”（以下”Monthly Indicators”）および同 web サイトで 2006 年

5 月までの推移を見ることができる。ただ、Yearbook は暦年ベース、後者は年度ベースで数値

は若干異なる。 

財政収支は、Yearbook では 1999 年度までしか記されていない。IMF データでも 2002 年ま

でしか捉らえられなかった。基本的にマイナスで、政府が発行する財務省証券を中央銀行が引

き受けるという形でファイナンスされているとのことである。 

貿易収支は、伊藤らの表ならびにその後の IMF データで 2004 年まで捉えることができる。

また”Monthly Indicators”で 2006 年 6 月まで推移をみることができる。 

1998 年を境に、急速に改善され、2001 年以降はプラスに転じた。これは、1997 年以降の

「輸出第一政策」と天然ガスに負うところが大きい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.2 Macro Indicators
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２. 消費者物価および卸売物価の動向 

ミャンマーにおいて消費者物価指数(CPI)は発表されているが、卸売物価指数(WPI)はまだ作

成されていない（JICA 短期専門家の指導のもとに作成予定である）。主要な食料品についての

ヤンゴン市場の卸値が記されている。2002 年 1 月～2006 年 12 月の米の卸売価格は別途、ミ

ャンマー米穀取引組合のデータによる。 

１）消費者物価指数(CPI) 
中央統計局 Yearbook では、1998/99～2003/04 のデータしかないが、それ以降は Monthly 

Indicators によっている。1994/95～1997/98 は事前調査で入手した世界経済情報センター

(WEIS ARCレポート)によっている。2000/01～2003/04のインフレの高騰ぶりがうかがえる。

（Fig.3 参照） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その後、安定化したように見られる。総合インデックス（CPI all）によると、2004 年 7 月

～2006 年 5 月までの 22 ヶ月で 1.237 倍であった（年率では 12.3%）。食品インデックス(GPI 

food)は同じく 1.237 倍、衣服関連は 1.055 倍、家賃等 1.383 倍、石油関連 1.204、サービスそ

の他 1.120 倍となっている。 

Fig.3 CPI & Rice prices
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ミャンマーの為替レートは、公定レート、交換センターレート、FEC レート、実勢レート

の 4 種類があり、取引の形態によって異なるレートが適応される。ここで、消費者物価指数を

実勢レートで割り戻してみると、総合インデックスは、22 ヶ月で 0.91 倍と減少している。 

為替レートの推移は、FEC レートは実勢レートとほぼ同じ動きをしている。一方、交換セ

ンターレートは 2005 年７月以来 Kyats450/US$に固定されている。また公定レートは Oct/06

で Kyats5.7744/US$と実勢レートの 230 分の１にすぎない。2006 年５月までの CPI は微増し

つつも、インフレ率 10%台を保っていた。交換センターレートの固定化に負っていると思われ

る。（Fig.4 参照） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
しかし、政府による 2005 年 10 月の石油関連の値上げ（約 8 倍）、2006 年前半の公務員給

与アップ（約 10 倍）は 2007 年のインフレに大きく影響するものと思われる。ただし、ミャン

マーにおいては賃金水準の推移のわかるデータは入手できない（労働統計は 1995 年以降作成

されていない）。 

２）米価の動向 
図５に示すように長期の米価は 2001～2003 年に急騰している。ミャンマーの主食は米であ

り、政府は米の価格動向に神経を尖らせている。しかし、2003 年にミャンマー米穀市場が民

営化され、2004～2005 年の米価は比較的安定していたが、2006 年はじめに安い米価が高騰（3

倍）した影響で、2006 年の米価は卸値で 93%アップ、小売値で 67%アップとなっている（比

較的値の安いエマータ種）。（Fig.5 参照） 

 
 

Fig.4 Exchange rate & CPI
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2006 年の小売価格については、三菱東京 UFJ 銀行のデータによると、２～３月と６～７月

の２回にわたって急騰している。これら米価の動向は 2007 年のインフレに大きく影響するも

のと思われる。（Fig.6 参照） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.6 Rice prices & CPI (monthly)
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Fig.5 Rice prices trend
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３）建設コストの価格動向 
建設コストについては過去４年間で平均 17.1%上昇しているが、2005～2006 年では 26.7％

と大きく上昇している。（Fig.7 参照） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
しかし、全体的な建設コストは実勢レート変動の範囲内との理解が一般的である。 

年 平米あたり建設費（Kyats/m2） 
2002 400,000 (≒US$432) 
2003 ? 
2004 540,000 (≒US$595) 
2005 600,000 (≒US$563) 
2006 760,000 (≒US$594) 

出典：Dynamic Group 
 

建設資材については三菱東京 UFJ 銀行(MTUB)でも、2003 年 3 月からとりはじめているに

すぎない。そのため長期のトレンドをみることができない。MTUB の価格調査では、建設資

材に関係する商品として、デイーゼル、チ－ク材、セメントをあげており、この 3 商品の上昇

率の平均を見ると、2006 年の上昇率は 29%アップとなっている。一方、現地建設資材取扱業

者(Tokyo Enterprise)によると、代表的 10品目の平均上昇率は 23%である（2006年１月～2007

年１月、2005 年 11 月を 100 とした場合 2007 年 1 月は 124）。 

建築資材価格については過去 4 年間の変化と、2005 年 11 月～2007 年 1 月の変化しかデー

タが得られていないが、その結果は次表のとおりである。 

Fig.7 Construction cost trend
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 過去 4 年間 
(2002～2006)の平均 

(%/年) 

過去 1 年間 
(2005～2006) 

(%) 
工事費（平米あたり単価） 17.1 26.7 
建設資材代表 10 品目平均 n.a. 22.8 
建設資材３品目平均 n.a. 35.4 

出典：Dynamic Group, Tokyo Enterprise 社内資料、 
MTUB ”Domestic prices of some commodities” 

 
（参考） 

ここでは、建設資材 10 品目を①セメント、②レンガ、③鉄筋、④その他資材として、14 ケ

月の価格変動から直線回帰式を求めた。 

その結果は表のとおり。 

建設資材 式 相関係数 (R2) 
セメント 0.3189x+86.95 0.0488 
レンガ 0.7143x+120.18 0.1086 
鉄筋 1.5534x+100.51 0.4171 

その他 1.6059x+103.82 0.4719 
 
相関係数から見ると、若干問題があるが、 低の価格上昇を予測できるとして、建設資材全

体の月別推移を計算した。 

建設資材の構成は以下のとおりとした。 

全体 セメント レンガ 鉄筋 その他 
100 21.0 17.5 3.5 58.0 

 
2007 年３月を 100 とした主な月の価格水準は次の表のとおりである。 

 現地価格調

査(2007/3) 
入 札

(2007/11) 
中 間 払 い

(2008/5) 
中間払い 
(2008/10) 

完工 
(2009/1) 

指数 100.0 107.4 112.9 117.5 120.2 
 
一方、賃金統計等労賃の推移を判断できるデータが得られない現状から、労務費については

消費者物価指数(CPI)に順ずるとした。後述の CPI 推計モデルによると、2007～2009 年のイ

ンフレ率は以下の表のとおりである。（ケース２：2007 年の貿易収支を 2006 年並とする。） 

 2007 2008 2009 
インフレ率(%) 20.2 10.7 15.6 

 
これを元に 12 ヶ月で割って、建設資材と同様月別推移を計算した。2007 年３月を 100 とし

た主な月の価格水準は次の表のとおりである。 

2007 年３月を 100 とした主な月の価格水準は次表のとおりである。 
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 現地価格調査

(2007/3) 
入札

(2007/11)
中間払い

(2008/5) 
中間払い 
(2008/10) 

完工 
(2009/1) 

指数 100.0 113.5 119.6 124.1 127.2 
 
ここで、建設資材と労務費の構成を 70:30とすると、建設費用全体では次の表のようになる。 

 現地価格調査

(2007/3) 
入札

(2007/11)
中間払い

(2008/5) 
中間払い 
(2008/10) 

完工 
(2009/1) 

指数 100.0 109.2 114.9 119.5 122.3 
 

３. 価格変動要因の分析 

ここでは、伊藤・熊本「ミャンマーにおける貨幣、インフレーション、為替相場の関係」（ア

ジア経済研究所「ミャンマー移行経済の変容」、2005）に 2003 年以降のデータを補うことに

よって、2007～2008 年のインフレ率予測の参考にしようとするものである。 

共和関係の検討は以下の表に示すとおりである。 

 
要素１ 要素２ データ種類・期間 相関係数（Ｒ2）

CPI (all CSO) CPI (food CSO) 年度データ(2001/02～2005/06) 0.9933 
MI CPI (IMF) 年データ（1998～2005） 0.9308 
米価(retail) CPI (CSO) 月データ（Jul/04～May/06） 0.9514 
米価(retail) CPI (IMF) 年データ（1996～2004） 0.9619 
米 価 (whole 
sale) CPI (CSO) 月データ（Jul/04～May/06） 0.7937 

米 価 (whole 
sale) CPI (CSO) 年データ 0.9441 

交換レート 
（実勢） CPI (CSO) 年度データ 

（1998/99～2006Apr+May） 0.9118 

交換レート 
（実勢） CPI (IMF) 年データ（1998～2005） 0.8338 

交換レート 
（実勢） CPI (CSO) 月データ(Jul/04～May/06) 0.7943 

M1 交換レート（実勢） 年データ（1998～2005） 0.8569 
貿易収支 交換レート（実勢） 年データ（1998～2002） 0.8799 
米価(retail) 交換レート（実勢） 月データ(Jul/04～May/06) 0.7081 
財政収支 CPI (CSO) 年データ（1989～2002） 0.583 
財政収支 M1 年データ（1989～2002） 0.6971 
貿易収支 M1 年データ（1998～2004） 0.9163 
米価 
(whole sale) 米価(retail) 年データ 

（1985,1990,1995,1997～2003） 0.9904 

CPI (IMF) 建 設 コ ス ト
(Dynamic G.) 年データ（2002, 2004～2006） 0.9232 

CPI (IMF) 建設コスト(MTUB) 年データ（2003～2006） 0.7163 
 
これらの検討の結果、通貨供給量（M1）、米価、市場為替相場（実勢レート）と CPI では強

い共和関係があることが確認された。また、貿易収支と通貨供給量（M1）の共和関係も 1998

年以降存在することが確認された。 
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しかし、年データ（あるいは年度データ）に比べ月データでは共和関係が弱まっている。 

 
さらに、タイムラグの検討のため、以下の検討を行った。 

説明変数 年次 被説明変数 年次 相関係数（Ｒ2）

当年(t) 当年(t) 0.9118 Exchange rate 
前年(t-1) CPI 

当年(t) 0.7613 
当年(t) 当年(t) 0.9609 
前年(t-1) 当年(t) 0.849 Rice prices 
前々年(t-2) 

CPI 
当年(t) 0.7275 

当年(t) 当年(t) 0.9904 
半年前(t-1/2) 当年(t) 0.945 Rice prices 

(whole sale) 
前年(t-1) 

Rice prices 
(retail) 

当年(t) 0.7373 
これらの検討の結果、年データでのタイムラグの確認はできなかった。 
 

４. CPI 推計モデルの検討 

データの制約があり、厳密な推計モデルの構築は困難である。ここでは、2007 年のインフ

レ率の検討材料を得ることを目的に簡単なモデルを作成した。 

モデルの構図は以下のとおりである。 

 
      +1 

米卸売価格（t-1/2）→米小売価格(t)→CPI1(t)→ 
                                                     CPI(t)→建設コスト(t) 

貿易収支(t)→M1(t)→交換レート(t)→CPI2（t） 
      +1 

 
 
推計式は以下のとおりである。 

説明変数 被説明変数 式 相関係数（Ｒ2） 
米卸価格 米小売価格 1.7525x-475.14 0.9904 
米小売価格 CPI1 0.9152x+0.3195* 0.9619 
貿易収支 M1 .5001x+824.54** 0.9163 
M1 交換レート 0.4982x+253.04 0.8569 
交換レート CPI2 0.2866x-27.1 0.9308 
 CPI (CPI1+CPI2)/2  
CPI 建設コスト 1.8794x-225.21 0.9232 
CPI 米卸価格(t+1) 28.587x+7.1745 0.6332 
CPI 貿易収支(t+1) 64.539x-11586 0.741 

* 米価が下がっても CPI が下がらなかったことを考慮して修正項を導入。（対前年比が１以下

の場合、CPI は前年並） 
** 貿易収支が大きく変動するため修正項を導入。（平均の伸び率 1.32 と対前年比の平均を伸び

率とする） 
図 8 に示すように、2005 年のモデルの解が小さめに出ている。（Fig.8 参照） 
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５. 2007～2008 年インフレ率の検討 

以上のモデルを用いて、次のケースについて 2007 年のインフレ率と建設コストの上昇率を

推定した。 

ケース１：米卸価格は 2006 年以降モデル計算とおりとする。 

 貿易収支は 2006 年以降モデル計算とおりとする。 

ケース２：米卸価格は 2006 以降モデル計算とおりとする。（ケース１と同じ） 

 貿易収支は 2007 年を 2006 年並とする。 

その結果は、表のとおりである。 

インフレ率 建設コストの上昇率 
ケース 

2007 2008 2007 2008 
ケース１* 17.3% 9.2% 25.5% 12.7% 
ケース２ 20.2% 10.7% 29.7% 14.6% 

*  貿易収支は、ケース１では、2006 年に 2005 年実績の 60%程度に減少する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.8 Estimation of CPI
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Fig.8 Estimation of CPI
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トレンドによる予測では、CPI については、過去 5 年間の平均は 24%が予想される。EIU

の予測では 2007 年 27.7%とトレンドの数値を上回っている。ローカル大手建設業者(Dynamic 

Group)の見通しでは、内貨ベースで 20～25%、外貨ベースで 10～15%とされている。 

 

６. 他のアジア諸国の物価動向 

ここでは、JICAの在外事務所のあるアジア14カ国のCPIを用いて,全体的傾向を把握した。

５年間の平均上昇率が 5.1%であったのに対し 2005 年の上昇率は 7.1%と悪化している。 

一方、ミャンマーの主な輸入国（シンガポール、中国、タイ）の消費者物価指数(CPI)を単

純に平均化したインフレ率は同じく、以下の表のとおりである。 

 
 過去 5 年間 

(2000～2005)の平均

(%/年) 

過去 3 年間 
(2002～2005)の平均

(%/年) 

過去 1 年間 
(2004～2005) 

(%) 
ミャンマー- 24.3 16.0 9.4 
他のアジア諸国 
(14 ケ国)の平均 5.2 5.9 7.1 

主な輸入国（３ケ国） 
の平均 1.15 2.08 2.28 

出典：IMF “International Financial Statistics”(December 2006) 
 
 

 
Fig.9 Estimation of CPI (Case2)

0

100

200

300

400

500

600

700

800

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

year

In
d
e
x(

2
0
0
0
=
1
0
0
)

CPI (IMF)

CPI(model)

Construction cost(Dynabmic G.)

Construction cost(model)

Fig.9 Estimation of CPI (Case2)
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Annex1 分析に用いたデータ 
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Annex2 分析に用いたデータ 
 
日系企業関係者 

東京三菱 UFJ 

永田博幸(駐在員事務所所長)、Khaing Swe Oo(Reserch Officer) 

① 業務内容：調査ならびに投資情報の提供、無償案件の決済、地場銀行との協力 

② 事業の現状：アメリカによる経済制裁で 1 昨年から、ドル取引ができなくなり、大半は兼務

先のダッカにいる。 

③ 2007 年の混乱要因として考えられることは、もしタンシュイの健康状態が悪化し、後継者争

いとなった場合、混乱が生ずるかもしれない。 

④ インフレの影響として、給与のアップ、事務所経費のアップがある。インフレ率ほど給与は

上げられない。（1 桁後半/年 1 回） 

⑤ 公共料金は交換センターレート（現在 US$450）で請求される。 

 
JETRO 
安藤智洋（ヤンゴン事務所長） 

① インフレの動向：2006 年より 2005 年のほうが、安定していた。 

2006 年の上昇要因としては、 

 4 月 公務員給与 5～13 倍 

 直後から米価格上昇 

 8 月 たまねぎ価格上昇 

コメ価格上昇については定説がない。作柄説（ドライゾーンにおける大水と生産減少）、輸

出増加説（国際市場価格とのギャップから、輸出が増加）、混合説 

公務員給与の上昇については、本給分で、住宅費、許認可手当、副業収入からみると、全体

としてはそれほど大きな上昇ではない。政府による便乗値上げ不許可の通達があり、消費者物

価にはあまり大きな影響がでなかった。 

10 月末新米の出回り時に、ヤンゴン市当局が、域外持ち出しを制限した。その結果上昇は

とまっている。 

石油製品は配給制で、実勢レートに比べ、逆ザヤとなっていた。 

間接要因としては、投機的動きから変動する。政府は企業性悪説にたっており、これらの動

きに取締り（規制）強化で対応する傾向にある。 

② ミャンマー経済の特性：12 月に国連から叩かれたが、長年、自力更生路線続けており、軍事

政権は対外依存ではなく、自主自立の上のパイ拡大を考えている。 

③ 輸入規制：昨年春から、準スマグリングの取締り強化がなされた。一般の商品についても、

許可取り付けに時間がかかるようになっている。 
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④ 交換レート：新米の出回り時期、観光客の多い時期などに季節的な変動が見られる。 

実勢レートと FEC の乖離は余り大きくはなくなった。 

現金と口座残高では交換レートが異なる。口座残高も送金裏付けの有無、輸出代金かどうか

で異なる。 

⑤ ミャンマー人の特性：資産は銀行預金より現物優先である。（家電、車、不動産等） 
 
農業省 久保公二（専門家） 

ミャンマーにきて、ミャンマー経済については、それほど理解できていない。統計データを

もとに検討中である。 

いただいたグラフからみると、米価が消費者物価指数の先行指標とは考えにくい。為替レー

トは若干先行している感がある。 

 
ミャンマー証券取引センター 

稲見成人（社長） 

金融の側面から見たインフレ変動要因： 

１． 国外要因 

人権問題から、対ミャンマー制裁が拡大し、現在のドルの送金停止がユーロに拡大された場

合、大きな波乱が予想される。 

現在、輸入は厳しく管理されるようになっており、スマグリングの業者は排除され、政府の

息のかかった、特定業者に集中してきている。独占価格になりやすく、価格は高止まりとなる

可能性が大きい。 

輸出の主力である天然ガスの国際価格が下がってきており、外貨収入が減ってくると、それ

だけ輸入への規制が高まると思われる。 

２． 国内要因 

銀行は限られた大企業にしか融資できない。 

ハウジングやビルの建設業者も 10 社ぐらいで、ミャンマーの場合、先に顧客を募集し、金

を払わせてから建設を開始する。 

ミャンマー政府は、取引税の徴税を強化しており、価格を押し上げる要因となっている。 

 
統計局 

三浦由己（短期専門家） 

ミャンマーでは食品に関する卸売物価はかなり遅れて発表されているが、指数化はされてい

なかった。昨年夏、指数化の品目の設定とデータ収集の可能性のテストを行い、10 月から調

査を開始することにしていたが、今回来ミしても実施されていなかった。 

省庁間の壁が厚く、国営企業の取り扱い品目はふくまれていない。 

民間企業の工業統計については、2003 年と 2006 年（現在集計中）に行ったが、大臣により
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発表は抑えられている。 

労働統計は 1995 年以降なされていない。 

 
間組 

大河内滋明（営業所長） 

物価上昇の影響：月２万チャット以下の労働者には負担は大きく感じられるかもしれないが、

ドル払いのエンジニアにとっては、あまり大きな負担とはなっていない。 

ただ、タクシーはじりじりとあがっている。（２年間で 30%程度） 

建設コストについても、2002 年積算後それほど大きくはあがっていない。ただ、下請けの

話では、公務員給与アップの影響は時間がかかるが、１～２年で出てくる。 

通関問題：通関の関連（国境貿易取締り強化＝課税の徹底）で、以前は出回っていたにも係

らずなくなった品目がある（ある種の果物、タイ製ラーメン）。品数の少ないものは、その影

響が大きい。（建設資材もものによっては、なくなる可能性がある） 

ミャンマーの場合、機材供与もなかなか通関を通らず、長い期間放置された。 

関税については、無税とすることになっているが、事実上は難しい。ドローバックなら無税

にするといわれる。 

 
ミャンマー商工会議所関係者 
 
① Myanmar Garment Manufactures Association 

U Myint Soe(Chairman) 
米価、石油製品、公務員給与等の値上げにより、原材料は３倍となった。輸入材は５倍にな

った。 

② Beans & ? Association 

U Tun Aung(?) 
運輸コストとエネルギーコストの影響で、生産コストは 50%あがった。 

米価上昇が国際市場価格とのギャップに原因があるとする説には、ミャンマーの米輸出は少

なく当てはまらないとのことであった。 

③ KMD Computer Co., Ltd. 

Thaung Tin(Chairman& CEO) 
部品を輸入し、コンピュータの組み立てを行っている。 

主な部品輸入先は、シンガポール、マレーシア、タイ、台湾と中国本土。 

輸送は船と車。 

2006 年、製造コストは 40～50%増加した。 

要因の第１は為替差損（輸入ライセンス入手期間の長期化）、ついで事務所経費（電気、燃

料が 2～3 倍）、第３が人件費（50%増） 
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④ Myanmar TNG Trading Int’l Co., Ltd. 

Win Naing(Managing Director) 
ドイツとの合弁で、貿易、特にマレーシアから電気製品の輸入を行っている。 

2006 年、電気製品価格は、10～15%上昇したためが、販売は 40%ダウン。停電が多いこと

も影響している。 

2007 年も物価上昇は続くものと思われるが、それほど大きな問題にはならないと思われる。 

⑤ NIBBAN Electric & Electronics 

Dr. Aung Thein(General Manager) 
電力会社の保守機材の生産。 

従業員は約 300 人。製造コストの内訳は、材料 90%、労賃 5%、工場経費 5%である。 

公務員給与上昇直後、給与を 30%あげた。さらに今年になって生活費が上がったということ

で、30%あげた。材料は輸入がほとんどであるので、６ヶ月先の需要を見通して、早めに手配

している。そのため、倉庫代、通関手数料が工場経費の多くをしめている。 

石油関連の値上げは自動車運行の合理化等で抑えているが、ジェネレータ用のデイーゼルは、

電力供給（停電）に影響され、コストアップの大きな要因となっている。 

一方、中国からの輸入（基準以下の品質）におされて、事業環境は厳しいものがある。 

⑥ Chemical Engineering Production Co-operative Society Ltd. 

U Paw Hein(Chairman) 
プラステイック、化学製品の製造。 

従業員 160 人。製造コストの内訳は、材料 76%、燃料費 7%、工場経費 14%, 

その他 3%である。ドルベースで燃料費が 50%アップ。その他はほぼイコールである。 

われわれは、基準どおり製品を造るが基準外の製品が出回っており事業環境は厳しい。（製

品価格に転嫁できない） 

⑦ DYNAMIC Group 

Nyein Aung(Chairman) 
コストの内訳は材料 70%、人件費 30%である。 

ドル換算すると、建設コストはそれほど変わっていない。 

輸入ライセンスも普通にとれる。 

⑧ Myanmar Rice & Paddy Traders’ Association 

Dr. Myo Aung Kyaw(Secretary General) 
卸売米価は、グラフのように変動している。2003 年に民営化され、2004～2005 年は比較的

安定していた。2006 年の上昇は乾季の生産コスト増と国境ゾーンの保蔵、それに加えた投機

的思惑が要因と思われる。 

2007 年の上昇については、国境ゾーンの管理を強めることによって、2006 年ほど上昇しな

いと思われる。 
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DYNAMIC Group への補足調査により、建設コストの推移は以下のとおりである。 

 
年 平米あたり建設費（Kyats/m2） 

2002 400,000 (=US$432) 
2003 ? 
2004 540,000 (=US$595) 
2005 600,000 (=US$563) 
2006 760,000 (=US$594) 
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